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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

0

開会あいさつ
参加者自己紹介
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・お名前
・所属(あれば)
・参加の動機

※全員がご発言いただくため
発言の時間はお守りください

＼各グループで自己紹介をお願いします／
(お1人1分程度で)
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

1

元堺消防署暫定利用
について



１．元堺消防署暫定利用とは？
①環濠エリアと元堺消防署について
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環濠エリアについて

世界遺産
百舌鳥・古市古墳群

至
なんば

至
高野山

至
国土軸

至
関西国際
空港

堺駅・堺旧港
エリア

環濠エリア

堺東エリア

地域資
源

大仙公園
エリア

旧堺燈台

大浜公園

堺鉄炮鍛冶屋敷

シマノ自転車
博物館

さかい
利晶の杜

フェニーチェ堺

堺伝匠館

大阪ベイエリア
堺浜

美原
方面

妙國
寺

Minaさか
い

堺旧港

南宗寺

環濠

山口家住宅

堺駅
ザビエル公園

堺東駅

令和５年５月に策定した「堺都心未来創造ビジョン」において、堺
都心部の未来を創造するために、地域資源を活かし、より多くの市民、
来訪者、民間等を惹きつける都市魅力を備えることを必要としています。
また、元堺消防署が位置する環濠エリアには、豊かな歴史文化資源
や人材組織、公共空間があり、歴史を紡いだ環濠エリアの新たな価値
創造により人々が集うエリアの形成に取り組むこととしています。

元堺消防署について
堺都心部の中心に位置しており、沿道などに歴史文化資源が点

在する大道筋と、堺のシンボルロードとして整備された大小路筋の交差
点に近接する公有地です。元堺消防署周辺は環濠に囲まれているほ
か、敷地に面している大道筋には路面電車である阪堺線が通っていま
す。



②元堺消防署の活用の方向性(導入機能・用途)

堺都心未来創造ビジョンをふまえ、
• 堺都心部の中心であるという立地特性を活かし、将来的に環濠エリアの賑わいや交流が創出される機能の
導入をめざします。

• 建物の用途は、特に１階部分を誰もが憩える開かれた空間とするなど、住民や来訪者が集い、交流が生ま
れる施設を想定しています。なお、都市計画法や建築基準法等の規定に適合する機能・用途とします。

環濠エリアの取組の方向性（堺都心未来創造ビジョン）

○こんな施設・機能を想定しています
• 賑わい、交流施設：

椅子・テーブル等ファニチャー設置、芝生広場、マルシェ等イベントができるフリースペース、飲食
• 環濠エリアの周遊を促進する機能（情報発信機能、シェアリングモビリティポート等）
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③CANGO TRIAL(元堺消防署暫定利用プロジェクトについて)

元堺消防署の活用に向けて、令和６年１１月からを令和9年頃を暫定利用期間とし、将来を
見据えた公民連携による様々な活動を試しながら、環濠エリアの賑わいや交流が創出される場所
へとつなげます！
第1回ワークショップを皮切りに様々な取組を展開していきます。

移転前の堺消防署 移転後・現在の様子



④暫定利用の目的・コンセプト

• 新たなつながり、コミュニティづくりを進め、新たな価値を創造する場としての可能性を検証しま
す。

• 市民や事業者の皆さんが、やってみたいことや活動等を試す機会・場を設けることで、環濠エリア
の公共空間やオープンスペースを利用するプレイヤー(仲間)を増やし、チャレンジしてみたいと
思える機運を醸成します。

主な目的

暫定利用のコンセプト

1人1人のチャレンジが
まちをみがき・そだて・つなぐ

CANGO LABO【まちの実験場】
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２．暫定利用の進め方
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①主な検討範囲について

1階
(約400㎡)
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②暫定利用にあたっての心得

・ 将来的に、環濠エリアの賑わいや交流が創出される機能の導入をめざし、特に１階部分を誰もが憩える開か
れた空間とするなど、住民や来訪者が集い、交流が生まれる施設を想定しています。

・ 「1人1人のチャレンジがまちをみがき・そだて・つなぐ」をコンセプトに、市民や事業者の皆さんとのチャレンジにより、
将来の利用についての検討を進めていきます。

未来の
環濠エリアに
つながる

チャレンジをしよう

環濠エリアの
魅力を伝え、
発信しよう

様々な人が
集まり、交流する
場・機会をつくろう

1 ２ ３
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③暫定利用のアイデアを考えて実践してみるプロセス 本日は
アイデアを
を考えます
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④暫定利用のイメージ

イベント
(フリーマーケット、マルシェやキッチンカーの出店等)

教室、ワークショップ、
趣味、サークルの活動の場

学びの場・発表の場 子どもの遊び場

など
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➄貸出可能な備品

写真 名称 寸法 個数 備考

畳椅子
幅700㎜
奥行700㎜
高さ450㎜

25 組み立て式

会議テーブル
幅1,800㎜
奥行450㎜
高さ720㎜

15

パイプ椅子 ― 80

ラグマット 縦3,000㎜
横3,000㎜ ２

A型看板 ― 3
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

2

現地見学
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

3

ワーク1：
1階がどんな場所に
なったら良いかを考えよう



１．なぜ、１階の使い方が重要なのか？(目的)
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• 世界中の多くの都市で、都市空間を車中心から“人間中心”の空間へと再構築し、沿道と路上を一体的に使って、 人々
が集い憩い多様な活動を繰り広げられる場へとしていく取組が進められています。 これらの取組は都市に活力を生み出し、
持続可能かつ高い国際競争力の実現につながっています。

• 国土交通省は「居心地が良く歩きたくなるまちなか」として、「WE DO」（Walkable、Eyelevel、Diversity、Open）を
テーマにウォーカブルなまちづくりを推進しています。まちなかの公共空間と隣接建物低層部を一体的に捉え、公民連携で
人中心の居心地の良くウォーカブルな空間に改変する取組が全国的に進んでいます。

背景・潮流

人中心のまちなかの形成が、世界や日本で進められています

出典：国土交通省ホームページ
https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_tk_000081.html
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○「居心地が良く歩きたくなるまちなか」とは？
以下の４つの共通する特徴があると言われています。

Walkable(ウォーカブル）｜歩きたくなる
 居心地が良い、人中心の空間を創ると、まちに出かけたくなる、歩きたくなる。

Eye level (アイレベル）｜まちに開かれた1階
 歩行者目線の１階部分等に店舗やラボがあり、ガラス張りで中が見えると、人は歩いて楽しくなる。
 グランドレベル：歩行者の目線に入る建物低層部分。まちの居心地を決定づける場所。

Diversity(ダイバーシティ）｜多様な人の多様な用途、使い方
 多様な人々の多様な交流は、空間の多様な用途、使い方の共存から生まれる。

Open(オープン）｜開かれた空間が心地良い
 歩道や公園に、芝生やカフェ、椅子があると、そこに居たくなる、留まりたくなる。
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元堺消防署１階がまちに開かれた空間となり、
多様な人による多様な使われ方が行われることで、

歩きたくなる人中心の環濠エリアの形成に繋げていくため。

皆さんと１階の使い方を考える目的
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元堺消防署



２．ワーク１：ワークショップの進め方
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※②③は３グループに分かれて話をします。

①個人ワーク：「元堺消防署１階の私的未来予想図」の作成
(10分)
• アイデア（どこで×何を）とそれに必要な設え（椅子、机、照明等）等をワークシートに記
入しててください

②各グループ内での発表・共有
(30分)
• 各自ワークシートに書いたアイデアと設えをグループ内で発表します(3～4分/人程度)
• 共通するアイデアやキーワードを整理します

➂各グループで出たアイデアを発表
(10分)
• 各グループのファシリテーターが全体発表を行います(3分/グループ程度)



1階
(約400㎡)
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ワーク１ 元堺消防署１階の私的未来予想図
「こんな場所になってほしい」、「こんな使い方をしたい！ 」を考えよう！

日常では・・・
(具体的な使い方、用途など)1 イベント時は・・・

(具体的使い方、用途など)２

そのために必要なコト・モノ等 そのために必要なコト・モノ等
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ワーク１ 元堺消防署１階の私的未来予想図
「こんな場所になってほしい」、「こんな使い方をしたい！ 」を考えよう！

お昼にお弁当を
食べたり、休憩
する場所がある
といいな

日常では・・・
(具体的な使い方、用途など)1 イベント時は・・・

(具体的使い方、用途など)２

子どもが安全に
遊べる場所が
あって、自由に
遊ばせたい

記入例

そのために必要なコト・モノ等 そのために必要なコト・モノ等

キッチンカーやテ
ント等の飲食店
を集めてマルシェ
イベントを定期
的に開催したい

・寝転がったり、裸足で遊べるように人
工芝を敷く
・おしゃれなベンチとテーブル
・Wi-Fi

・電源
・水道
・おしゃれな看板や飾り
・夜は雰囲気のある照明やスポットライト



＼グループに分かれてワークショップ／

居心地の良い時間をみなさんと過ごすために

 発言の時間は守ろう
 他者の意見は否定せず尊重しよう
 相手に伝わりやすい言葉で話そう
 発言が終わったら拍手をしよう
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

各グループの
発表
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

休憩



25

元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

4

ワーク２：
みんなの場所をデザイン
しよう



１．ワーク２：ワークショップの進め方
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①話題提供「みんなの場所をデザインする」
(20分)
平井達也さん
株式会社GKデザイン総研広島 都市環境・建築デザイン部デザインディレクター
地域活性化やまちづくり、各種施設づくり等においてクライアントの伴走者として価値向上につなげるコンセプトワークから
サイン・ランドスケープ等の基本設計・プロモーション等の幅広い分野を担当。 紙屋町・八丁堀地区公共空間活用社
会実験 カミハチキテルで2020年度グッドデザイン賞受賞。

②個人ワーク：「らしさ」を表現する言葉(ネーミング)を考えよう
(10分)
• 元堺消防署１階の名前についてのアイデア等をワークシートに記入してください
• ネーミング以外のデザイン全般についてのアイデアでも構いません

➂アイデアを共有
(10分)
• 書いて頂いたネーミング等のアイデアを壁に貼り、良いと思うもの３つにシールを貼ります
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ワーク２：みんなの場所をデザインしよう

ネーミング案
ネーミング ※キーワードや入れたい単語だけでも可

意味等

デザイン全般に関するアイデア等
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ワーク２：みんなの場所をデザインしよう

ネーミング案
ネーミング ※キーワードや入れたい単語だけでも可

意味等

デザイン全般に関するアイデア等

記入例

CANGO ベース

みんなが楽しめる基地のような場所になったら良いから

楽しい場所であることを表現するロゴはあったほうが良い
と思います
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

5

全体とりまとめ
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元堺消防署暫定利用
第1回ワークショップ

6

今後のスケジュール



１．今後の予定
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